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  第３学年Ｄ組 音楽科学習指導案 

 

１ 題材名  スメタナが音楽に託した思いを感じ取ろう 

  教材名  鑑賞 「ブルタバ」（連作交響詩「我が祖国」から） スメタナ作曲 

 

２ 題材について 

 

Ｂ 鑑賞 （１）ア 鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、次の（ア）（イ）について考え、音楽 

のよさや美しさを味わって聴くこと。 

（イ）生活や社会における音楽の意味や役割 

イ 次の（イ）について理解すること 

    （イ）音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わり 

〔共通事項〕（１）ア  音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きが生み出す特質や 

雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えること。 

音色、速度、旋律、強弱 

         イ 音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる用語や記号などについて、音楽における 

働きと関わらせて理解すること。 

拍子、調 

 

（１）題材観 

  インターネットやＳＮＳが普及し、生徒たちは身近にある音楽を、検索すれば簡単に聴くことができる。気

軽に、そして自由に音楽を聴くことができる環境ではあるが、流行の音楽や好きな音楽を聴くことに偏ってし

まったり、多様な音楽を受け入れにくくなったりしているように感じる。音楽の授業では、多様な音楽に触れ、

楽曲のもつよさや美しさを味わわせたいと考えている。 

 本題材は、学習指導要領の第２学年及び第３学年Ｂ鑑賞（１）ア『鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりし

ながら、（イ）「生活や社会における音楽の意味や役割」について考え、音楽のよさや美しさを味わって聴くこ

と。』、イ『（イ）「音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関わり」について理解すること。』に

関する学習内容である。音楽が人々の暮らしや思いなどと密接に結びついているということを、音楽の特徴と

関わらせながら探り、深く楽曲を味わうことをねらいとしている。楽曲の生まれた背景や歴史、社会情勢を知

ることは、楽曲への理解を深め、根拠をもって批評する手立てのひとつになる。そして、〔共通事項〕を根拠に

音楽を批評するということは、自ら楽曲の魅力を探り、自分なりの価値を見出して、楽曲を理解し味わって聴

くことにつながっていく。 

「ブルタバ」は曲が進むにつれ徐々に川幅が広がり雄大な景色が広がる情景と同時に、スメタナの祖国に対

する思いが高まっていくことの両方が音楽で表現されている。音楽を形づくっている要素である音色・旋律・

速度・強弱を生徒の思考・判断のよりどころとし、本楽曲に託したスメタナの思いを音楽から読み解き、その

よさや美しさを味わうのにふさわしい教材であると考えている。また、自分が感じ取った音楽の特徴を、音楽

を形づくっている要素と結び付けて味わい、自分の思いを言葉で他者に伝え、互いの気付きを共有し、感じ取

ったことに共感し合う場面も設定していく。共に音楽を聴いて価値を考えていくことは、生徒が楽曲への興味

関心をより一層高め、自分にはない感覚や表現方法に気付き、豊かな感性を育むことにつながると考える。 

 

 

《学習指導要領とのかかわり》 
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（２）指導観 

  ３年間の学習を通し、音楽的な見方・考え方（音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を、音楽を形づくって

いる要素とその働きの視点で捉え、自己のイメージや感情、生活や社会、伝統や文化などと関連付けること）

を働かせられるような指導計画を立案することを目指している。第１学年ではヴィヴァルディ作曲の「春」で

情景（ソネット）と音楽との関わり、「魔王」で登場人物の心情と音楽との関わりについて学び、理解しなが

ら楽曲のよさを味わうことができた。第２学年では、「フーガト短調」の旋律が重なり合いながら展開してい

く音楽の面白さ、「交響曲第５番ハ短調」では曲の構成を理解して曲想を味わい、音楽の特徴やその背景を理

解したうえで楽曲の魅力を感受することをねらった。また、我が国及び諸外国の様々な音楽は、それぞれの国

や地域の過去から現在に至るまでの人々の暮らし、文化や歴史などの影響を受け、社会の変化や文化の発展と

ともに生まれ、育まれてきたことを理解し、筝曲、日本の民謡、歌舞伎音楽（勧進帳）、雅楽、世界の諸民族

の音楽を鑑賞してきた。今回の「ブルタバ」は３年間の集大成となるよう、学習したことを生かしながら、楽

曲の奥深さを感受し価値を考える学習を充実させたい。 

  本題材では背景となる文化や歴史との関わりが、音楽の特徴にどのように表れているかを捉えることで、楽

曲のよさを深く味わうことにつなげていく。そのために、音楽を形づくっている要素である音色・旋律・速度・

強弱を生徒の思考・判断のよりどころとし、曲が進むにつれ徐々にブルタバ川が上流から下流に向かって雄大

な景色が広がる情景と同時に、スメタナの祖国に対する思いが高まっていくことの両方を音楽から探っていく。 

  第１時では、標題ごとに、想像した情景や場面と音楽の特徴を関わらせながら聴き、チェコの美しい風景や

ブルタバ川の近くに住む人々の暮らしを描いた楽曲であることを理解する。 

  第２時（本時）では、Ａ〔ブルタバ川を表す旋律〕、Ｆ「幅広く流れるブルタバ」、Ｇ「ビシェフラトの動

機」に焦点を当てる。〔ブルタバ川を表す旋律〕は、チェコの民謡をもとに作られている。チェコ民謡「コチ

ュカ レゼ ディロウ」は明るく陽気な雰囲気であるのに対し、〔ブルタバ川を表す旋律〕は短調でもの悲しい

雰囲気であることは、歴史的背景が関係していることに気付き、スメタナの思いを考える。Ｆ「幅広く流れる

ブルタバ」にスメタナの思いの高まりが感じられること。そして最後に、かつて城が築かれ、現在は国家的功

労者の墓地にもなっている（スメタナもこの墓地に眠っている）ビシェフラトの丘を描いたＧ「ビシェフラト

の動機」が、本楽曲にとってどのような意味をもち、スメタナがどのような思いを託したのかをグループで話

し合い、深く音楽から読み取らせたい。 

  第３時には、第１曲「ビシェフラト」の冒頭部分を聴き、Ｇ「ビシェフラトの動機」と同じ旋律が用いられ 

ていることに気付かせたい。最後に、チェコ民謡を用い、ブルタバ川の情景を音楽で細かく描写した本楽曲は、

チェコの人々にとってどのような存在であったのかを考えながら、「ブルタバ」の映像を鑑賞する。本題材を

通して、楽曲の背景となる歴史や文化と音楽の特徴を関わらせて聴き、人々の生活や社会の中で音楽がどのよ

うな意味をもっていたのかを考えることで、楽曲への理解を深め、自分なりの価値を見出しながら音楽を味わ

って聴くことの面白さを味わわせたい。 

 

３ 題材の目標 

  ○「ブルタバ」の音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わりを理解する。（知識及び技能） 

  ○音色、速度、旋律、強弱を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したこと

と感受したことの関わりについて考えるとともに、生活や社会における音楽の意味や役割を考え、よさや

美しさを味わって聴く。（思考力・判断力・表現力等） 

  ○「ブルタバ」の歴史的背景や作曲者の思いと音楽の特徴を関わらせて聴く学習に関心をもち、音楽活動を 

楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組むとともに、音楽文化に親しむ。 

（学びに向かう力、人間性等） 
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４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

「ブルタバ」の音楽の特

徴とその背景となる文化や

歴史との関わりを理解して

いる。 

 音色、速度、旋律、強弱を知覚し、それら

の働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが

ら、知覚したことと感受したことの関わりに

ついて考えるとともに、生活や社会における

音楽の意味や役割を考え、よさや美しさを味

わって聴いている。 

 「ブルタバ」の歴史的背景や作

曲者の思いと音楽の特徴を関わら

せて聴く学習に関心をもち、音楽

活動を楽しみながら主体的・協働

的に鑑賞の学習活動に取り組もう

としている。 

 

５ 研究の視点 

【視点２】音楽的な見方・考え方を働かせるための効果的な指導の手立て 

 ①比較聴取の場面の設定 

   生徒が楽曲を鑑賞する際に、そこから何に気付き、感じ取ることができればよいのか「聴き取る目的」を

明確にさせたい。 

   Ａ〔ブルタバを表す旋律〕が短調でもの悲しい雰囲気なのは、チェコの歴史的背景が関係していることに

気付かせるために、チェコ民謡「コチュカ レゼ ディロウ」（ブルタバを表す旋律のもとになった民謡）を

鑑賞する。Ａ〔ブルタバを表す旋律〕とＦを比較し、Ｆで音楽的な高まりが感じられるにも関わらず、音楽

が完結せずにＧが最後に入るのはどのような意味をもつのか、Ｆで曲が完結する合唱曲「モルダウ」を聴い

たり、ＦとＧを比較したりする。着目させたい要素に相違点のある音楽を聴かせ、生徒「疑問点を解決した

い」という動機を与えることで、音楽を形づくっている要素の働きを知覚し、それらが生み出す雰囲気や曲

想の違いを感じ取ることができるようになると考える。 

②ＩＣＴの活用 

   タブレットPCに、「ブルタバ」Ａ〔ブルタバを表す旋律〕、Ｄ〔ブルタバを表す旋律〕、Ｆ、Ｇの場面 

を用意し、生徒が聴きたい部分を好きなタイミングで再生できるようにする。聴きたい部分を選び、繰り返

し聴くことで、音楽を形づくっている要素を知覚やその働きの感受を深めることができ、生徒が主体的に活

動するための手立てとなると考える。 

③協働的な学習 

自分が感じ取った音楽の特徴を、音楽を形づくっている要素と結び付けて味わい、自分の思いを言葉で他

者に伝え、互いの気付きを共有し、感じ取ったことに共感し合う場面も設定していく。グループ活動の際に

は、タブレットPCで音楽を再生して聴き取ったり、Ｆ、Ｇの楽譜を比較したりしながら、楽曲の背景とな

る歴史や文化と音楽の特徴を関わらせて聴き、曲に対するイメージや思いを伝えあったり共感したりして、

音楽活動に主体的・協働的に取り組みながら、音楽のよさや美しさを感受し味わわせたい。 

【視点３】評価の在り方 

   本時では、音色、速度、旋律、強弱を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知 

覚したことと感受したことの関わりについて考えるとともに、「ブルタバ」の歴史的背景や作曲者の思いと 

音楽の特徴を関わらせて、楽曲のよさや美しさを味わって聴くことをねらいとしている。比較聴取の場面を 

設定し、タブレットPCや楽譜をもとに自分が感じ取った音楽の特徴を、音楽を形づくっている要素と結び付 

けて味わい、自分の思いを言葉で他者に伝え、互いの気付きを共有し、感じ取ったことに共感し合う活動を 

通して、思考・判断・表現している生徒の姿を見取りたい。  
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○協働的な活動の場面（グループ活動）の様子から見取る 

    気付いたことや感じたことを、グループの意見として１枚のプリントにまとめる。全グループをバラン

スよく巡回し、指導助言をしていく。その際、自分の意見をグループに伝えることができているか、タブ

レットPCや楽譜の活用が効果的に行われているか観察し、記録していく。生徒の話し合い、伝え合い活動

では、気付いたこと（知覚）と感じたこと（感受）のどちらかに偏る傾向がある。「なぜ（音楽のどのよ

うなところから）そう感じたか」「音楽が○○だから、どのように感じるか」を適宜生徒に投げかけなが

ら、深く音楽から読み取らせたい。 

 ○ワークシートから見取る 

    自分で気付いたことや感じたこと、グループ活動によって曲に対するイメージや思いを伝えあったり共

感したりして新たに気付いたことなどをワークシートに記入していく。知覚したことと感受したことを関

わらせてワークシートに記入することができているかを見取りたい。グループ活動の際に、自分の意見を

持つことができない生徒が、グループの意見に流されてしまいがちである。グループ活動のワークシート

（グループの意見を集約するプリント）以外に、『スメタナが「ブルタバ」に託した思いはどのようなも

のであったか』自分の考えを記入させ、その内容を見取りたい。 
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６ 題材の指導計画及び評価計画（３時間扱い）（本時２／３時間） 

 ◎ねらい ○学習内容 ・学習活動      

☆〔音楽を形づくっている要素（音符、休符、  

記号や用語）〕 

〇教師の働きかけ 

・目指す生徒の姿 

評価規準 

（評価方法） 

知 思 態 

◎楽曲の歴史的背景や自然、文化、人々の暮らしが音楽で表されていることを理解するとともに、

標題のイメージと音楽を形づくっている要素との関わりについて理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 

１ 

時 

 

 

 

 

 

 

 

○本題材のねらいを知る。 

・交響詩や作曲者、標題について確認し、本題材

の学習の見通しをもつ。 

・楽曲の歴史的背景や、祖国の自然や文化、人  々

の暮らしが音楽で描かれていることを知る。 

○Ｃ、Ｄ、Ｅ の場面について、どの標題の音楽

であるか、音色（楽器の音色）、速度（場面ご

との速度の変化）、旋律（ブルタバを表す旋律、

長調、短調）、強弱（強弱の変化、強弱の対比）

を根拠に理解する。 

・音楽を形づくっている要素を根拠にＣ、Ｄ、 

Ｅがどの標題の音楽であるかを考える。 

・標題ごとに区切りながら鑑賞し、音楽の特徴、

情景や場面について全体で共有する。 

☆〔音色、速度、旋律、強弱、（拍子）〕 

○「ブルタバ」を鑑賞する。 

・Ａ〔ブルタバを表す旋律〕がＤ後半やＦに出てき

ており本楽曲の主題であることに気付く。 

☆〔旋律〕 

○単に文化や歴史を知るだけにならな

いよう留意し、音楽に対する生徒の興

味・関心を引き出しながら理解できる

よう工夫する。 

○感じ取ったことについて、音楽のどこ

からそう感じたのかを問い返し、知覚

したことと感受したこととの関わり

について考えることができるよう支

援する。 

○生徒たちの意見を実際に音源で確か

める場を設定することで、意見交換の

内容と音楽とを結び付けて鑑賞する

ことができるようにする。 

○必要に応じて旋律を口ずさんだり、特

徴的なリズムを手で叩いたりするこ

とで音楽の特徴を感じ取れるように

する。 

   

◎音色、速度、旋律、強弱を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知

覚したことと感受したことの関わりについて考えるとともに、「ブルタバ」の歴史的背景や作

曲者の思いと音楽の特徴を関わらせて、楽曲のよさや美しさを味わって聴く。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前時の学習内容を振り返る。 

・本時はＡ、Ｆ、Ｇに着目することを確認する。 

○Ａ〔ブルタバを表す旋律〕とチェコ民謡を比較

しながらスメタナの思いについて考える。 

・民謡とＡ〔ブルタバを表す旋律〕を比較する。 

・前時に確認した歴史的背景と関わらせ、主題旋

律に込められたスメタナの思いを考える。 

☆〔旋律、（調）〕 

 

 

 

○前時の学習内容が思い出せるような 

固定板書を工夫する。 

○チェコ民謡「コチュカ レゼ ディロ

ウ」を聴かせ、教師がピアノを弾くな

どして、明るく陽気な雰囲気を感じ取

らせる。 

・明るく陽気なチェコ民謡をもとに作 

曲されていることに気付く。 

 

 

 

   

知
（
観
察
・
発
言
・
記
述
） 

（
記
述
・
発
言
） 
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○Ｆ「幅広く流れるブルタバ」を聴き、スメタナ

の思いについて考える。 

・Ａと同じモチーフで作られたＦを聴き、スメタ

ナの思いが高まることが音楽で表現されてい

ることを確認する。 

☆〔速度、旋律、強弱、（調）〕 

○Ｇ「ビシェフラトの動機」を鑑賞し、Ｆと比較

聴取して、スメタナが曲に込めた思いについて考

える。 

・ＦとＧを聴いたり楽譜を見たりしながら、音楽

の特徴をもとに感じ取ったスメタナのメッセ

ージについてグループで話し合う。 

・話し合った内容について音楽を聴いたり楽譜を

見たりしながら全体で共有する。 

 

 

○スメタナが曲に込めた思いについてワークシ

ートに記入する。 

・同じモチーフのＡ〔ブルタバを表す

旋律〕とＦ「幅広く流れるブルタバ」

の違いは何か、音楽を形づくっている

要素をもとに考える。 

 

 

○合唱曲「モルダウ」を聴かせる。 

○Ｆで音楽が完結せず、Ｇを最後に入 

れたことに着目させる。 

○生徒たちの意見を実際に音源で確か

める場を設定することで（タブレット

PCを使用する）、意見交換の内容と

音楽とを結び付けて鑑賞することが

できるようにする。 

・音楽の特徴をもとに、グループで意見

を交換し、考えを共有する。 

・スメタナが曲に込めた思いを、音楽の

特徴をもとに考える。 

 

◎「ブルタバ」の歴史的背景や作曲者の思いと音楽の特徴を関わらせて聴く学習に関心をもち、

生活や社会における音楽の意味や役割を考え、よさや美しさを味わって聴く。 

   

 

 

 

○第１曲「ビシェフラト」（冒頭）を聴き、気付

いたことや感じ取ったことを全体で共有する。 

☆〔音色、旋律〕 

・Ｇ「ビシェフラトの動機」と同じ旋

律が使われていることに気付く。 

・それぞれの音楽の特徴から、描かれた

お城や情景を想像する。 

  

 

 

 

 

第

３ 

時 

○これまでの学習を振り返る。 

・「ブルタバ」を映像で鑑賞し、鑑賞文を書く。 

 

 

 

 

 

○本題材を振り返り、生活や社会における音楽の

意味や役割について考える。 

○「プラハの春音楽祭」のオープニング

で「我が祖国」が演奏されていること

を伝え、映像を鑑賞させる。 

・チェコ民謡を用い、ブルタバ川の情景

を音楽で細かく描写した本楽曲が、チ

ェコの人々にとってどのような存在

であったのかを考えながら鑑賞する。 

・生活や社会における音楽の意味や役 

割について考え、自分なりの考えを 

ワークシートにまとめ、発表する。 

   

 

 

 

 

 

（
記
述
・
発
言
・
観
察
） 

（
記
述
・
発
言
） 

 

第 

２ 

時 

（ 

本 

時 

） 

（
記
述
・
発
言
） 
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７ 本時の学習（２／３） 

（１）本時の目標 

音色、速度、旋律、強弱を知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したこと

と感受したことの関わりについて考えるとともに、「ブルタバ」の歴史的背景や作曲者の思いと音楽の特徴

を関わらせて、楽曲のよさや美しさを味わって聴く。 

 

（２）展開 

時

配 

学習内容 ・主な学習活動       

☆〔音楽を形づくっている要素、 

（音符、休符、記号や用語）〕 

〇教師の働きかけ・目指す生徒の姿 

◇評価規準＜評価方法＞ 

５ 

分 

 

 

 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

10 

分 

 

 

 

 

20 

分 

 

 

 

 

 

１ 前時の学習内容を振り返る。 

・本時はＡ、Ｆ、Ｇに着目することを確認する。 

 

２ 本時の目標を知る。 

 

 

 

３ Ａ〔ブルタバを表す旋律〕とチェコ民謡を比較し

ながらスメタナの思いについて考える。 

・民謡とＡ〔ブルタバを表す旋律〕を比較する。 

・前時に確認した歴史的背景と関わらせ、主題旋律

に込められたスメタナの思いを考える。 

☆〔旋律、（調）〕 

 

４ Ｆ「幅広く流れるブルタバ」を聴き、スメタナの

思いについて考える。 

・Ａと同じモチーフで作られたＦを聴き、スメタナ

の思いが高まることが音楽で表現されていること

を確認する。 ☆〔速度、旋律、強弱、（調）〕 

 

５ Ｇ「ビシェフラトの動機」を鑑賞し、Ｆと比較聴

取して、スメタナが曲に込めた思いについて、グ

ループで考える。 

・ＦとＧを聴いたり楽譜を見たりしながら、音楽の

特徴をもとに感じ取ったスメタナのメッセージに

ついて話し合う。 

 

○前時の学習内容が思い出せるよう、固定板書

（正面黒板）を工夫する。 

 

 

 

 

 

○チェコ民謡「コチュカ レゼ ディロウ」を聴か

せ、教師が口ずさんだり、ピアノを弾いたりし

て、明るく陽気な雰囲気を感じ取らせる。 

・明るく陽気なチェコ民謡をもとに作曲されてい

ることに気付く。 

 

 

・同じモチーフのＡ〔ブルタバを表す旋律〕と 

「幅広く流れるブルタバ」の違いは何か、音楽

を形づくっている要素をもとに考えさせる。 

 

 

 

○合唱曲「モルダウ」はＦの旋律で完結している

ことも確認しながら、Ｆで音楽が完結せず、Ｇ

を最後に入れたことに着目させる。 

○タブレットPCを活用して生徒たちの意見を実

際に音源で確かめる場を設定することで、意見

交換の内容と音楽とを結び付けられるように

する。 

スメタナが音楽に託した思いを、音楽の特徴から探ろう。 
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５ 

分 

・話し合った内容について音楽を聴いたり楽譜を見

たりしながら全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ スメタナが曲に込めた思いについてワークシー

トに記入し、発表する。 

 

・音楽の特徴をもとに、グループで意見を交換し、

考えを共有する。 

 

◇音色、速度、旋律、強弱を知覚し、それら 

の働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが 

ら、知覚したことと感受したことの関わりに 

ついて考えるとともに、生活や社会における 

音楽の意味や役割を考え、よさや美しさを味 

わって聴いている。   （思考・判断・表現） 

＜ワークシートの記述、発言＞ 

 

・スメタナが曲に込めた思いを、音楽の特徴をも

とに考える。 
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鑑賞プリント② 

スメタナ 作曲 

 

１ Ａ 〔ブルタバ川を表す旋律〕を聴いて感じたことを書こう 

 

 

 

 

 

       スメタナの思いは・・・？ 

 

 

 

２ Ｆ「幅広く流れるブルタバ」、Ｇ「ビシェフラトの動機」を聴き、スメタナが音楽に託した思いを、 

音楽の特徴から考えてみよう 

Ｆ「幅広く流れるブルタバ」 Ｇ「ビシェフラトの動機」 

音楽の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

音楽の特徴 

スメタナの思い 

 

 

 

 

 

 

スメタナの思い 

 

３ スメタナが「ブルタバ」に託した思いはどんなものだったのだろうか 

 

 

 

 

 

ブルタバ（モルダウ）  連作交響詩「我が祖国」から 

３年  組 氏名 


